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私 設 線 レ ビ ー タ の 一 方 式

A Type of Private Line Service Repeater

大 塚 英次郎* 大
Eijiro Otsuka

野
Tetsu Ono

徹*

長距離通信回線の最近の趨勢の

れてきたことがあげられる｡

内 容 梗 概

･つとして多重搬送電話装置あるいは極超短波装置が広範囲に利川さ

l]本国有鉄道,電ノブ会ネ_l二,私設鉄道会社などのように,おのおのかなりの長距離通信回線を有する私

設電話交換網においてもト記の趨勢に伴い,巾外電話回線のトールダイヤル化および中継交換周の4線

式交換化が進められつつある｡

日立製作所においてほ,このような要求に応ずるため,4線式両力向トールダイヤルレビータを設計

製作し,名~古屋鉄道株式会社東岡崎駅に同社の名古畳】東岡崎間24チャンネル極超短波通信装瞑ととも

に納入したので,その概要を述べる

いので市外回線を一局に 小して市外交換局を作ること

〔Ⅰ〕緒

市外電

言

交換の日動化と伝送技術の飛躍的な発展に伴

い,従来の直流回緑を主体とした電話交換技術にさらに

検討を加える必要性を生じてきた｡すなわちマイクロウ

エーブ,同軸ケーブル,短距離搬送などの新技術の

により市外繰が飛躍的に増加し,これらの回線を通して

市外電 交換を自由自在に行うには,これらの回線に最

も適した通話伝送方式および

ならない｡

最近においては通

しなければ

伝送方式として中継接続の場合ほ

必ず4線式接続を採用することにより通話品質を向上せ

しめ,また 旨方式として各種の確認信号方式を採用す

るなど電話交換の安定度を増すために各方面で努力が払

われている｡

日立製作所においても今回私設市外線の特殊性を考慮

して,従 のストロージャー式日動交換機に適合しかつ

復旧監視機能を持った4線式交換接続レビータを尖川し

たので,本文ではその機能概要および特長について述べ

る｡

〔ⅠⅠ〕4線式交換才妾続

4線式接続はいうまでもなく電話交換局における中継

接続時の鳴音,反響の経路をなくして通話伝送の安定度

を高めるとともに,交換接続時に任意に巾継器を挿入あ

るいは 去することができるので,非常に

み,かつ経済的な交換接続方式である(1-｡

公衆通

通性に富

の場合におけるように市外回線が非常に多カ

何でかつ回線数が多い場合には,一般に4線式市外交換

機により4線式交換接続が広範囲にかつ経済的に行われ

る｡しかしながら私設電話交換網では市外回線の数が少

なく,市外桓1線が各局むこ分散されている場合が非常に多
*
日立製作所戸塚工場

ほ実際問題として不経済である｡また市外同線の桂

多いのでタンデム中継を行う場合蚊用する市外回線の種

に応じて2線式あるいは4線式接続を任意に行わなけ

ればならない｡ストロージャー方式でほかかる場合2線

式および4線式の接統路を別々に設けることなく従来の

2線 接続路とト旺､･ルートで4緑式交換が行えれば非常

に経済的であり,また,中継方式上融通性に富んだものと

なるので私設交換機にほ最適である｡

今回実用化した4線式レビータほこの考えに基くもの

で,4線式接続路として6木の導線を使用し,レビータ

に2線式およぴ4線式接続の切 機能を持たせ,その切

替機能ほ6本の導線の中の1木を使用した｡

またタンデム中継用スイッチとしては従来の3線式レ

ギュラーセレクタを6線式にしただけで,接続ルートほ

従来の2繰式の場合とまったく同様である｡

このように木方式では4線式市外回線が存在しても中

継方式上は従来の2線 市外回線とまったく同様に考え

られタンデム中継用スイッチのみ6繰式に取替えればよ

いので回線構成上有利である｡

〔ⅠⅠⅠ〕中継方式および接続動作の概要

4線式レビータを使用した場合の最も簡単な中継方式

の一例を弟1図に示す｡

中継方式図より明らかなようにこの4線式レビータは

搬送端局装置と自 交換機との問に設置され,搬 回線

あるいはマイクロウエーブ回線を通じてl､-ルダイヤル

を行うための発着両用レビータである｡搬送装置とほ4

線式にて接続されており発着ともに4線式中継および2

緑式中継が可能である｡すなわち,

(1)加入者よりラインスイッチ(L/S)およぴセレ

クタ(SEL)を通して直接捕捉された場合｡

(2)搬送装置より着信があり入中継セレクタ(INC･
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第1周 4株式トールダイヤルレビータ中継方式岡

SEL)コンネクタ(CON)_を通して加入者に接続さ

れる場合｡

などのように加入者などの2線式回線に直接接続される

場合にほ2線式中継を行うカ に歌 搬に

､
ヘ
ノよる

相互の中継を行う場合には,本レビータが日動的に4線

式に切替えられ4線式中継を行う｡

4線式中継を行うのほたとえば,B局より対B局搬送

装置を経由して本レビータに着信がありさらに次のダイ

ヤルインパルスにより入中継セレクタ(INC･SEL)が

対C局レビータを捕捉した場合である｡この場合は次の

接続経路により4線式巾継を行う′〕

(B局)机中継セレクタ(OG･SEL)-一両方向レビータ

(BW･REP 置…(A局)対B周搬

式レビークー=入中継セレクタ(INC･

SEL)-4線式レビークー対C局搬送装

置…(C問)搬送装置十■両一方向レビータ

(BW･REP)一入中継セレクタ(INC･

SEL)

この場合,A局の入中継セレクタ(INC

･SEL)は4線式レビータ相互間を接続

する必要があるので,特に設計された600

ボイン†のバンクを有するものが使用さ

れる｡.

〔ⅠⅤ〕4線式交換接続の接続条件

4線式交換法は通話線が搬送端局

の一方から他方へと中間になにものも介

在することなしに直按接続され,かつダ

イヤルインパルスも通話線を重信的に利

用してインパルス中継リレーを経由せず

装置-4繰

第39巻 第11一弓

に無中継で伝 されるので無通話損

失伝送,ダイヤルインパルスの無歪中

継など多くの利点をイJ`している｡

木レビーダでほ下記のような接続条

件により4線式中継を行っている｡

(り 搬送喘局装置との通話受渡し

レベル

置側から見て4淋式OUTは

Odb,INは-8db

(2)ダイヤルイン/くルスの中継

4線式11~1継を行う場合ダイヤルイン

パルスほ通話線を重信的に利用して送

受する｡この場合,通話の方向とイン

パルスの二万何とほ互いに適である｡

4線式交換を行う場合の本レビータ

の接続状態を弟2図に示す｡.

図において搬送端局装置のTA,お

よびRAi･ま,それぞれ

ピータよりの 音声を搬

信増幅舘,受偏灘幅轟でありレ

装置の変復調署削こ統合する｡接

点Pほ搬送装置信号器の有極リレーの接点であり,搬送

回線よりの捕捉,ダイヤルインパルス,終話などの信号

に応じて断続動作する｡DL端子に接続されている回路

は信号発振回路であってレビータより搬送 置へ送られ

る信号に応じて信号周波数のON,OFFを行う｡また,

インパルスおよび音声の経路を,それぞれ1点鎖線およ

び2点鎖線で示す｡

インパルス,音声ともに･一力の送り側を他方の受け側

に接続するため,レビータ問の4線式交換 置,あるい

ほ,レビータ白身の内部において岡に示すように交叉接

続を行う必要がある｡
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〔Ⅴ〕本装置の特長

(り 4練武中継と2線式中継との識別

さきに述べたように舞1図の中継方式において,この

4線式レビータがセレクタより捕捉されたときには,4

線式中継を行わねばならない場合と,2線式中継を行わ

ねばならない場合とがある｡しかも本レビータは,常時

ほ,加入者あるいほ,2線式回路と接絞しうるように,

2線式接続としておかねばならない｡したがって4紋式

中継の場合には,これをミニマムポーズの間に確実に識

別して2線式から4線式への切秤を行わねばならない｡

しかもこの間に搬送装掛こ対して擬似インパルス な

どの不都合を生じてほならないっ この点を解決するため

本レビータでは次のような方法をとった｡

第3図に示す回路図において,木レビータほ,セレクタ

と,-,+,-F,+F,P,RTの6端子により接続

されている.｡これはセレクタに対して7-11て行く場合忙つ

いても,セレクタより入ってくる場合についても同様で

ある｡この6端子のうち,-,十,RTの3端子は,通常

の2線式セレクタ,コンネクタあるいはレビータにおけ

るものとまったく同じである｡夏 余の3端子のうち一F,

+Fは-,+とともに4繰式の通話線に使用され,Pは4

繰式中継かあるいは2線式中継かの識別に用いられる.｡

まず本レビータが2線式にてセレクタより捕捉された

場合にはRT緑の地気によi)TWリレーが動作してAリ

セ
レ
ク
タ
へ

セ
レ
ク
タ
よ
リ

1283

レーを+線および一線に接続する｡Aリレーは+線,一

触問のルーブにより動作し搬送装置へ捕捉信号を送ると

ともにBリレーを動作させるなど以後の動作は通常の対

搬送レビータの場合と同様である｡､すなわちこの場合の

動作は通常の対搬送レビータの動作のほかにTⅥrリレー

の動作が1段加わったのみであるのでミニマムポーズに

対するおそれ,あるいは擬似インパルス発生のおそれは

ない｡

次に木レビータが4線式にて捕捉された場合を考え

る｡この場合の関係国路図を弟4図に示す｡

木レビータがセレクタより4緑式にて捕捉されると

RT縦の地気によってTⅥrリレーほ励磁されるが動作に

至らない前にP轟如こ接続されているEリレーが柏手レビ

ータのFリレーと直列に動作し,TWリレーの動作回路

を断つとともに4線切梓リレーMを動作させ,本レビー

タを4線式に切 える.｡一力勅手レビータでもFリレー

が潮作して木レビータと同様にMリレーを動作させて4

緑式に切倖える.｢

この間にもしTWリレーおよびAリレーが動作すれば

搬送装荷引こいったん捕捉信号が送られるので擬似インパ

ルスを発生することになる｡したがって本レビータのE

リレーはTWリレーよりも必ず守･く動作するようにその

動作時間を選んである｡

両レビータが完全に4線式に切替えられると策2図に

示すように通話回路およびインパルス回路が完成されこ
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第4図 4線式トールダイヤルレビータ相互接続図

こでほじめて搬送装置が捕捉される｡

この識別方法によれば,両レビータが完全に4線式に

切替えられるまでは搬送装置に捕捉 号を送る回路が

できることなく,しかも切替えに要する時間ほきわめて

短い｡

(2)RT線の復旧監視機能

現用のストロージャ方式のようにステップバイステッ

プ式の自動交換機においては通話終了後に通 経路にあ

る機器がすべて同時に復旧することが望ましい｡なぜな

らば前位機器が後位機器の復旧以前に復旧してしまう

と,この前位機器カミ続いてほかから再捕捉された場合に

いまだに復旧を完了していない後位の機器濫誤接続され

･るからである｡

本レビータにおいては.この点を解決するため相手側

レビータのRT線の地気を監視することにより後位機器

の復旧を確認してしかる後,前位の機器を復旧させる方

1
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l亡月
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l
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∠
け
∴
ご
k
詰
E
路
ヽ

法をとった.｡

第1図の中継方式においてA局の加

入者が本レビータを経てB局の加入者

と通話している場合を想定すると,次

のような接続経路になっている｡

(A局)加入者(SUB)一ラインスイ

ッチ(L/S)一セレクタ(SEL)【4線式

レビーダー対B局搬送 筐…(B局)搬

送装置一両方向レビータ(BW･REP)

【入中継セレクタ(INC･SEL)【コン

ネクタ(CON)一加入者(SUB)

の場合の関 回路図を弟5図に示

す｡

通話が終了して発信加入者が受話器

を下せばA局レビータのAリレーが復

旧し,紅いてBリレーが復旧するが,

応答表示リレーGが自己保持してお

り,Gの接点により前位機器を保持している｡一方A局

レビータのAリレーの復旧は,B局側搬送装置のPリレ

ーを経てB局レビータの着信リレーLを復旧させる｡L

リレーの復旧により初めてB局コンネクタはAリレー,

Bリレーと復旧して前位機器を解放する｡この時までB

局レビータでは,応答表示保持リレーDAが保持を続け

ている｡B局コンネクタが,RT線の地気を断つことに

より前位機器を解放すれば,B局レビータでほ,RT線

監視リレーRTが復旧してDAリレーを復旧させる｡

DAリレーの復旧ほA局側搬送装置のPリレーを経て,

A局レビータの応答表示リレーGを復旧させるので,A

局レビータほRT線の地気を断って前位機器を解放せし

める｡

このように木方式によれば,一連の接続経路にある機

署封ま,必ず後位から前位へと復旧していくので誤接続の

おそれはない｡
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第6図 4鯨式トールダイヤルレビータ

〔ⅤⅠ〕製品の概要

本レビータは弟る図および弟7図に示すようをこ,7号

鉄板4杖幅ごとに1回路宛宍 され,高さ2,300mm,

幅610mmの50-ぢ▲形標準継届都架に堵載される｡1架に

はレビータ8回路のほかにレビータ試験盤,レビータ試

験用リレーグループおよびランプジャック電

特許舞213065号

高

のおが盤

タ の
一

方 式

++十
+

-クーW･~･･¢･｢･

董~-~__

貰芸…莞姦毒-･~~

蔓夏至箋-__硝如
≦､-一頭-

第7図 4線式トー

ルダイヤルレビー

タ架

ば｢し桝

1285

おの1組塔叔される｡.なお増設川

の架には1架あたりレビータ10回

路およびランプジャック電鍵般1

組が堵載される｡

また レビータはストロージャ

一式交換機とあわせて用いられる

ため継電掛こは水平形を便川し,

部品もまた,在来のストロージャ

ー式交換機用標準の部品を用い
一戸t
卜一ニ･

〔ⅤⅠⅠ〕結 言

以上4線式トールダイヤルレビ

ータの一方式についてその概要を

説明したが今後ともさらに研究,

改良を加えていきたい所存であ

る.｡大方の御批判,御叱正をいた

終りに,本研究にあたり稜々御指導御

をいただいた日

課野上主任に深甚の

塚工場有線部交換機設計

します｡
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この発明ほス/ミイラルフューズの遮断性能を増進する

ための充填消郭剤の改良に関するものである｡一般にア

ークの遮断は故障電流が大きいときは比較的容易に行わ
れ得るが,故障電流がわずかな場合は溶断初期のアーク

エネルギーが少ないため消弧ガスの発生も少ないままに
全体がじりじりと溶け,消孤剤も炭化していつて,しまい

にほフューズ筒が火の柱のようになり,そこから二次的

な災害が発生する危険があるものである｡電動車に再三

このようなことに端を発した災害が見うけられたのは人

の知るところである｡この発明の端緒は以上のような災

害を未然に防止せんとしたところにあり,その解決を消

弧剤そのものの改良においた点にある｡そしてその要旨

は次のようになっている｡すなわち,カオリナイトを主成

分とし吸熱作用を有するものとしてたとえば450～6000C

で脱水分解しこのとき吸熱反応を呈する蛙目粘土または
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木節粘土などの生粘土の粒子を消弧剤として容筒内にフ

ューズとともに封質したことを特長とするものである｡
また実施にあたっては問題のカオリナイトに最も近い物

質として蛙目または木節粘土を使った場合にはこれらは

450～6000Cで脱水分解し,その際良好な吸熱反応を伴な

うものであって,この吸熱反応をフューズ溶断の初期弧

光の存在において生ぜしめることが本発明の新機軸であ

り,それによってフューズの逐次的溶断をくい止め一箇

所に生じた孤光をその発生の初期において消滅せしめる

ことによって小名流故障の溶断を確実にして所期の目的

を達したものである.二本発明は直流1,50bv,5および

10A電気車用スノミイラルフューズに全面的に使用せられ

ているが,吸熱反応時の吸熱量を小電流遮断時の初期の

電弧エネルギーよりも大となすことがきわめて容易であ

るため実際の遮断動作の結果は良好である｡(宮崎)




